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f37　　　　 進行子宮頚癌に対する Neoadj　uvant

chemotherapy の検討
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138　　　 進行子宮頸癌 に対するNeoadjuvant

Chemotherapy施 行群におけ る予後不良例の検討お

よびそ の対策
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［目的］子宮頚癌に対するNeoadj　uvant 　 chemother
−

apy （NAC）に は、使用 薬剤 と用量 、 投与方法 、 主治

療 開始ま で の 期間な ど多くの 問題点が ある 。 今回、

高用 量CDDPに よる動注 とNedaplatin（JAN）を含む

併用化 学療法（BIN）と の 臨 床的有用性 につ いて比

較 した 。 更に 、CDDP動注群 に は大 量出血 の ため動

注前また は動注後早期か ら照射を始めた症例があ

り 、 そ の群 に つ い て 別に検討 した 。 匚方法 ］1）対象 ：

’
87〜

’

96に NACを行 っ た最大腫瘍径が5cm以上 の 扁

平上皮癌67例（75歳以 下）。 進行 期 ： H 期4例 、 皿

期 56例、rv・a期 7例 。 2）治療方法 ：   CDDP動注群

（53例）CDDPl20田g／m2（D−1）→ 照射 。   BI　N静注群（14

伊亅）JAN80mg／m2（D−1）＋IFMI．29／m2（D−1〜5）tBLM7 ．5

mg ／b。 dy（D−1〜6）→ 照 射。3）両群 間で奏効率、長

期予後 、 副作用な ど に つ い て解析した 。 4）CDDP動

注後照射 開始 まで 3週 間以上 経過 した群 （ 
一i

群）46例と動注前または動注後 2週 間以内の 照射開

始群 （ 
一ii群 ）7例で 長 期予後を比較した。

［成績］1）奏効率 ：CDDP動注群 ；46．7％（平均 1．5コ
ー

ス ）、 BIN群 ；57．1％（平均 1。9コ ース ）。 2）平均生存

期間／平均観察期間／NED症例数（％）：  CDDP動注

群 ；37月（3〜110月）／66月（13〜115月）／19例 （36％）、

  BIN群 ；11月（4〜28月）／16月（4〜35月）／8例 （57％）c

3）副作用 ：CDDP動注群で 肺塞 栓症 1例を経験した

他 に は 両群 とも重篤な副作用 はなか っ た 。 BII群

で は骨髄抑制が 強い 傾向にあ っ た 。 4） 
一i群 、

  一亘群の 5年生存率はそ れぞれ42％、 71％で あ っ た 。

匚結論］BIN群は CDDP動注群に比 べ て 副作用 は少な

く、 や や高い 奏効率で あ っ た 。 長期予後につ い て

は症例 を重ね て検討 する必 要が ある。 症例数は少

ないが  ii群 では照射まで の 期間が短 い こ とが

予後改善に つ なが っ た と推察され た。

［目的｝進行子宮頸癌にleoadjuvant　Chemotherapy

（NAC）が臨床応用され ， 抗腫瘍効果や経過良好例

は報告されて い るが ， 予後不良例につ い て は少な

い。NAC施行後の問題点とそ の対策を再発（再燃を

含む）か ら検討 した 。 ［方法］対象は 1992〜1994年

にNAC を施行 し た 子宮頸癌33例（臨床進行期 ：IIb以

上 ）で ， 14例は左右の 子宮動脈か ら50mgず っ 計 100

mg／bodyの LPS（Lipiedol−CDDP−−Suspension）を注入

塞栓 した 。 19例は左右の 子宮動脈か ら25皿gず っ 計

50皿g！bodyの LPSを注入塞栓後，
　 cDDP　100mg／body

を腎動脈下部で 動注 ， 経静脈で lfosfamide 　1300

mg！m2 を3日間 ， 持続皮下注で Peplomycin　30皿g／

body（腺癌では Epirubicin　50mg！m2 静注）を併用 し

た。4週間おき に2コ
ー

ス施行後，手術または放射

線治療 （放治）を行い ， 少な くとも 2年間の 観察期

間をお い て 再発例を検討 した 。 ［成績］再発 したの

は8例（Ilb−1，　 IIIb−6，　 IVa− 1：24％），再発部 位は局

所
一2例 ， 遠隔

一6例で ， また組織型は扁平上皮癌
一5

例，腺癌
一3例で ある 。 LPS単独群の 4例（PR−2，　 NC

−2：29％），LPS十多剤併用群の 4例（CR−・1，　 PR−2，　 NC
−1：21％）に再発 ，　抗腫瘍効果 と予後は

一
致しなか

っ た 。
NAC＋手術は 5例 （pTON1−1，

　 pTlbNG−1，
　 pT2b

NO−1，　pT2bNl ， 4−2）で ， 腺癌に後腹膜 リ ン パ節転

移が2例み られた 。 NAC＋放治 は3例で ， 手術，放治

後の 残存腫瘍に対 して後治療がなされた。術前腫

瘍 マ
ー

カ
ー

は扁平上皮癌 の 5例にSCC（ 10．5〜62．2

ng ！ml）が ， 腺癌の 2例 にCA19−9（118．7〜12029U！ml

）がそれぞれ高値を示 した 。 ［結論］NAC施行例では

抗腫瘍効果と予後は必ず しも相関せ ず，腺癌の再

発 が高か っ た 。 放 治例や術後残存腫瘍 の な い症例

で は腫瘍 マ
ー

カ
ー値か ら微小転移を考慮 して，慎

重 に追加治療を決定すべ きと思われた 。
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